
資料4
ごみ処理の課題と要因

事業系ごみが家庭ごみ袋で

出されている

燃やせるごみに紙ごみが多

い

燃やせるごみにペットボト

ルが混入

資源は減少しているが家庭

系ごみの原単位は増加

燃やせないごみに蛍光灯、

スプレー缶、ビンの不適正

排出

指定袋からはみ出したごみ

事業系ごみ排出量は横ばい

資源化率の低下

事業系不燃ごみ・粗大ごみ

の排出がある

高齢者世帯の増加

ペットボトルをスーパーな

どで回収に出している人が

白色トレイを燃やせるごみ

に排出している人が2割

乾電池・発泡スチロールの

処分に困った人が2割

3割の人は燃やせないごみ

を出す頻度が年2回以下

ごみ減量の具体的な行動を

している人が少ない

市街地以外には民間の古紙

回収ボックスが少ない

分別するのが手間

お金をかけたくない

指定場所まで運ぶのが手間

回収場所がわからない

収集日まで待てない

資源化する方法がない

ルールを知らない

粗大ごみに出すのは手間

人口＝ごみが少ない

収集頻度の見直し

ルールの周知

雑がみの回収

事業所への指導

ごみ出し困難世帯の増加 ゴミ出し支援の検討

拠点回収場所の増加

地域により異なる収集方式

注意勧告の徹底

意識啓発の取り組み

課題・問題 要因実績・結果 対策・施策

資源化率以外の指標

ごみ処理経費の認知度向上

実態と合っていない


